















































































































































































































































































































番号 三と 名日 発行所 発行年月 著者名
1 2013ナノカーボン技術大全 電子ジャーナル 2012.11 齋藤理一郎、遠藤光司
大野雄高、徳田規夫等
??
種別 題 目 掲載誌巻・号・頁 発表年月 著者名








発明の名称 種別 番号 登録番号 氏名
??????
プラズマ処理装置､及びプラ
ズマ処理方法
ダイヤモンド半導体素子
ナノメートルスケールの計
測標準試料およびナノメー
トルスケールの計測標準試
料を用いた走査型顕微鏡の
校正方法
プラズマ生成装置用の電源
及びプラズマ生成装置
液中プラズマ処理装置およ
び処理方法
プラズマ切断機および切断
方法
特許
特許
特許
特許出願
特許出願
特許出願
2012-171342
2012-286076
2012-284784
特許
第5156913号
特許
第5119553号
特許
第5071815号
菅井秀郎、佐藤
正典、石島達夫
小山和博、徳田
規夫、他7名
徳田規夫、
山崎聡、
栗原健一、
権太聡、
太田敏隆
上杉喜彦、住石
裕次郎、田中康
規、石島達夫
石島達夫、堀邊
英夫、野阪幸平
山口義博、上杉
喜彦、田中康規、
石島達夫
?? 演題
(学会名､開催地等）
発表年月
発表者名
(発表者名に＊印）
RS鬼面
61
2 DevelopmentofResistRemovalProcessusing
Microwave-excitedPlasmaunder Water
(IUMRS-IntemationalConferenceonElectronicMaterials
(IUMRS-ICEM2012),Yokohama)
他、37件
2012.9 T.Ishijima*
A.Kono
HHoribe
8．外部資金の獲得状況について
（1）科学研究費補助金（研究種目、研究課題名、代表・分担等）
・基盤研究(A)、スマート変調制御高熱流メゾプラズマシステム開発による革新的高効率ナノ材
料生成、代表・田中康規
・挑戦的萌芽研究、ナノ・マイクロ／スポレーションポリマ粒子分散系による大電流アーク遮断
の新技術創出、代表・田中康規
・新学術領域研究(公募)、高分子表面への液中プラズマ照射により発現する界面反応場の解明、
代表・石島達夫
・挑戦的萌芽研究、低環境負荷金属酸化物を用いた中間バンド半導体薄膜の開発と光電特性、
代表・森本章治
・挑戦的萌芽研究、巨大残留分極を用いたカーボン系材料の表面キャリア制御、代表・川江健
・若手研究(A)、超低損失ダイヤモンドパワーデバイス開発のための基盤研究、代表・徳田規夫
・基盤研究(B)、マクロ分子イオンを用いたナノ粒子フィルタ捕集性能試験法の開発、
代表・大谷吉生
・基盤研究(B)、エアロゾルプロセスによるシリコン量子ドット材料創製、代表・瀬戸章文
（2）政府出資金事業等（事業名、出資機関名、代表・分担等）
・研究成果最適展開支援プログラム(A-STEP)フィー ジビリティスタディ(FS)ステー ジ探索タイプ
1)変調同期型熱プラズマによる医療用金属ドープ酸化物ナノ粒子の革新的大量生成手法の確立、
代表・田中康規
2)水中気泡プラズマによる低環境負荷型レジスト分解プロセスの開発、代表・石島達夫
3)強誘電性自発分極を利用した多値記録抵抗変化メモリの開発、代表・森本章治
（3）国、地方、民間等との共同研究（機関名、代表・分担等）＜民間企業は企業名の掲載なし＞
・核融合科学研究所共同研究、代表・上杉喜彦
・大阪大学接合科学研究所公募共同研究、代表・田中康規
・東北大学流体科学研究所公募共同研究、代表・田中康規
他4件
（4）受託研究（研究題目、委託機関名、代表・分担等）＜民間企業の場合には企業名の掲載なし＞
なし
（5）企業・財団等の助成金（賞）（企業・財団等名、研究題目、事業名又は賞名、代表･分担等）
4件
（6）特許等による研究費（研究費を受ける発明の名称等）
なし
（7）奨学寄附金（件数）
1件
9．関連の学位論文提出数
・博士論文：2本、修士論文：23本、卒業論文：32本
11．エネルギー・環境材料部門（第4部門）活動状況
平成24年度シンポジウム、セミナー、会議等の開催実績
62
??
シンポジウム、セミナー、会議等
(開催地、参加者数）
開催年月
開催者名
(責任者名に＊印）
?
??????
RSET第4部門主催特別講演会「水素ラジカルを用いたレ
ジスト除去プロセス」（堀邊英夫教授、金沢工業大学）（金
沢、参加者40名）
応用物理学会北陸・信越支部主催講演会（「機能性酸化物
材料のケミカルプロセスによる合成と特性評価～強誘電
体薄膜を中心に～」講師：坂本渉（名古屋大学エコト
ビア研究所准教授）（金沢、参加者40名）
High-enthalpyplasmatorchfacilitiesfbrmaterialR&Dat
ChonbukNationalUniversity
HONGツ
1， Korea(ProfBongGuen
DirectorofHighEnthalpyPlasmaResearchCenter
ChonbukNationalUniversity,RepublicofKorea)(金沢、参
加者40名）
PISCESPlasma-BerylliumlnteractionsSmdiesfbrlTER(Dr.
DaisukeNishijima,UniversityofCalifbrnia,SanDiego,Center
fbrEnergyResearch,UnitedStates)(金沢、参加者40名）
JointConferenceofThe8thlnternationalWorkshoponHigh
VoltageEngineering&Japan-KoreaJointSymposiumon
ElectricalDischargeandHighVoltageEngineering(金沢、参
加者87名）
6
th
InternationalConferenceonPlasmaNanotechnolo
Science(下呂、参加者109名）
gyand
電気学会北陸支部シンポジウム｢高気圧高熱流プラズマ応
用における先端測定・数値解析技術」（金沢、参加者20
名）
2012.6.13
2012.6
2012.8.27
2012.9.20
2012.11.16-17
2013.2.2-3
2013.3.6
上杉喜彦
田中康規
石島達夫＊
森本章治
川江健
猪熊孝夫
徳田規夫
川江健
森本章治
＊
上杉喜彦＊
田中康規
石島達夫
上杉喜彦＊
田中康規
石島達夫
上杉喜彦
田中康規＊
石島達夫
石島達夫＊
(※実行委員長、
RSET協賛）
田中康規＊
上杉喜彦
石島達夫
RSET
アドバイザリーボード報告（第4部門）
I自己評価
II外部アドバイザー（東京大学・吉田豊信先生）のご意見
63
研究成果の目標達成度
??
A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い (B)
研究開始から現在までの達成状況を評価するとともに、課題を整理・解析してコメントして下さい。
重相構造プラズマを利用したエネルギー・環境材料の創製と環境調和型プロセスの開発と
いう研究課題に関して個別研究の実施と連携研究を行った。個別研究においては、高熱流プ
ラズマを用いたナノ粒子の大量生成、ダイヤモンド系薄膜堆積、環境調和型高速レジスト除
去プロセス装置の開発等を行い実用技術開発を指向した課題を積極的に取り入れることで外
部資金の獲得へとつながった。重相構造プラズマを高度に禾l1用する技術開発を進めるため、
部門内での連携を更に強化していく必要がある。
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:;既ね適切C:やや不適切D:不適切(B)
前項の評価を反映させ、課題に対する計画の改善点を明示し、コメントして下さい。
新任の専任教員の着任に伴い重相構造プラズマの利用技術を熱プラズマに限らず、非平衡
プラズマにも拡張し、より広範なアプローチが可能となるようにロードマップを一部修正し
た。重相構造プラズマの計測・制御手法に関わる開発研究の一つとしては、高熱流アークプ
ラズマ生成時の溶融陰極スポットの動的挙動に関する研究成果が挙げられる。今後、多様な
重相構造に応じた基礎研究を進展させるとともに、部門内に留まらずセンター内の連携も深
め、機動的な研究体制を組むことで目標達成を図る。
研究成果の目標達成度
??
A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い(B)
二ｺメント
重相構造プラズマをキーワードに4グループから興味ある成果が報告され、RSETの第4
部門としての成果に向けた一歩が着実に踏み出された感を受ける。特に、グループ相互間の
忌憧の無い討議を可能とする雰囲気は将来に向けた有為な連携研究展開を予感させる。ただ、
各研究者の意識において、重相構造プラズマのどの部位を起点としているかに関しては必ず
しも明確ではなく、今後重相構造プラズマを「診る」との視点を一層強く意識する必要があ
ろう 0
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:)既ね適切C:やや不適切D:不適切(B)
． メント
対象プラズマ種を拡張する事によって適用分野の拡大を図るとの計画は、本部門の根幹と
なる重相構造プラズマとしての新たな視点深化と整合性を有する形で展開することが望まし
い。また、重相構造プラズマ概念を社会に見える形でアピールするには、そのプラズマ状態
を「診る」との視点を各課題の中で一層深化させる必要があり、それに伴って起点と到達終
』点、特に物質探索か材料開発かを明確に意識した部門連携課題の抽出が望まれる。
11．エネルギー・環境材料部門（第4部門）活動状況
第4部門アドバイザリーボード会合の報告
日時：2013年1月26日（士)15:00～17:30
場所：金沢大学自然科学2号館2B716室
出席者：上杉喜彦（部門長)、森本章治、猪熊孝夫、田中康規、川江健、徳田規夫、
瀬戸章文、石島達夫（敬称略）
部門アドバイザー：東京大学大学院工学研究科マテリアルエ学専攻吉田豊信教授
初めての部門アドバイザリーボード会合であったため、部門を構成する4つのグループ
より、それぞれのグループの研究紹介と今年度の研究成果および来年度の計画について、
下記のプログラムに従って報告がなされた。
15:00-15:05 開会の挨拶（上杉喜彦部門長）
15:05-15:15 平成24年度エネルギー・環境材料部門活動概要報告（石島達夫）
15:15-15:45 プラズマエ学グループ紹介と研究進捗報告（田中康規）
15:45-16:15 機能性材料工学グループ紹介と研究進捗報告（森本章治）
16:15-16:20 休憩
16:20-16:50 薄膜電子工学グループ紹介と研究進捗報告（徳田規夫）
16:50-17:20 ナノ粒子制御プロセスエ学グループ紹介と研究進捗報告（瀬戸章文）
17:20-17:30 アドバイザーからの総評（吉田曹信）
部門アドバイザーとの意見交換
パルス変調熱プラズマを用いた大量ナノ粒子生成よびダイヤモンド膜成膜技術の研究開
発状況について田中教授より報告がなされた。アドバイザーより、大量生産できれば、キ
ャパシタンスに用いるニッケルナノ粒子や燃料電池に用いるナノ粒子などへの応用も可
能となるので、広範なメーカーへの積極的な宣伝も必要であることが述べられた。
レーザーアブレーションによる機能性酸化物薄膜作成技術を用いた強誘電体太陽電池や
酸化物キャパシタなどのデバイス開発状況について森本教授より報告がなされた。アドバ
イザー より、材料合成研究の視点から、cⅥ〕などの大量合成法に適用するため、どんな
物理量が合成に効いてくるのかを明らかにしていく必要があるとのコメントがなされた。
次世代パワーデバイス半導体材料の高度化、高速生成プロセスの開発について徳田准教
授より、特殊フィルター等を用いたナノ粒子制御技術と応用研究の開発状況について瀬戸
准教授より報告がなされた。アドバイザリーより、これらのナノ構造物の大量生産に向け
てパルス変調熱プラズマ技術との共同研究を進めてどうかとの提案がなされた。
最後に総評として、部門としてまとまった形で研究活動をするという視点から、キーワー
ドを定めるなど戦略的な攻め方の必要性についての提案がなされた。また、研究面での成
果を挙げるために異分野間の融合研究推進とともに、教育面での成果としてダブルメジャ
ーシステム導入を検討してはどうかとの提案がなされた。
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